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NPO法人 Fathering Japan
「子育て世代の100年ライフに関する意識調査」

政府は人生100年時代構想会議（2017年9月）を設置し、長い人生を生き抜くために必要な経済・社会・教育シス

テムの検討を始めました。NPO法人ファザーリング・ジャパン（以下ＦＪ。東京都千代田区、代表安藤哲也）では、

子育て中の 30代と40代1,038名を対象に、人生100年時代対する意識とそれに関する課題を明らかにすることを

目的として調査を行いました。

【調査結果の要旨】

１）「人生100年時代」に対する意識は低く、「知っているし関心もある」は2割に満たない。同時に、約9割が不安を

感じている。一方、「定年後の人生」については、ポジティブな印象を5割が持っていた。

これは、「人生100年時代」と比べ「定年後の人生」は、親や上司など定年後のイメージを重ね合わせられる存

在がいるため予想でき、「人生100年時代」は未知なる世界で予想できないことが一因と考えられるが、現在の

良い定年ライフを見て、子育て世代の「定年後の人生」をポジティブにとらえているのだとすると、楽観的にイ

メージしている危険性も考えられる。

２）「今後の人生に関して不安なこと」で金銭面や健康面への不安を5割前後が挙げているが、それを解消する

「人生やキャリアのための行動」は2割にも満たないことが分かった。特に「人生100年時代」に重要視されている

「無形資産（※）」を増やす行動は「家族との時間や生活を大切にしている」を除き、1割～2割と低いことが分

かった。

３）一方、「人生100年時代」に必要な、生涯で複数のキャリアをもつ「マルチステージ（※）」への移行に関し、転職

の経験がある人は半数以上、副業（もしくは兼業・複業）をしたことがある人は2割以上、経験の有無に関わらず

関心がある人は6割であった。一般的に日本人は「１つの仕事に収入ややりがいの全てを求める傾向」にあると

指摘されるが、子育て世代においては、転職等への経験や関心が高く、「マルチステージ」へ移行する土壌はあ

ると考えられる。

４）「人生100年時代への期待と不安」に影響を与えるのは 「現在の仕事に対するやりがい」、「現在の仕事と将来

のキャリア展望」「5年後・10年後のキャリアプラン」であり、それぞれに相関がみられた。やりがいを感じる現在

の仕事から、将来へのキャリアを主体的に描けると、「定年後の人生」より不透明と感じがちな「人生100年時

代」への期待も高まることが分かった。同時に、「学びの機会」もそれぞれに影響を与えることが分かった。

以上から、「定年後の人生」を楽観的にとらえ、「人生100年時代」に不安を描く傾向にある子育て世代1人1人は、

現在の仕事にしっかり向き合い、将来を見据えて主体的にキャリアを描きながら、今から「有形資産」と「無形資

産」を増やす行動が必要である。そのために日本社会や企業は、働き方改革や仕事と子育ての両立支援などを

これまで以上に推進し、子育て世代に時間的余裕を生み出して「学びの機会」が増えるよう働きかける必要があ

ると考える。

※：「LIFE SHIFT(リンダ・グラットン著）」において、人生100年時代では「教育→仕事→引退」の３ステージから、生涯で複数のキャリアを持つ

「マルチステージ」への移行を提唱している。その実現には、お金などの「有形資産」だけでなく、家族や友人、スキル、知識、健康などの「無

形資産」を築くことが必要であるとしている。

ニュースリリース

〈本件に関するお問い合わせ先〉
NPO法人ファザーリング・ジャパン 担当理事：林田・塚越
email:gyoumu@fathering.jp HP: http://fathering.jp
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2018年6月6日

「人生100年時代」に30～40代の子育て世代 9割が不安
「定年後の人生」は5割がポジティブと楽観的も、行動を起こしている人は2割未満。
「現在の仕事へのやりがい」「将来のキャリア展望」「学びの機会」が実現のカギ
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調査概要

調査方法 インターネットリサーチ

実施機関 株式会社 インテージ

実施期間 2018年4月25日（水）

調査対象者 30代と40代の子どもがいる男性と女性

調査エリア 全国

有効サンプル数 1,038 （男性520、女性 518）

1. 調査目的

人生100年時代について、子育て中の30-40代の意識とそれに関する課題を明ら
かにすることを目的とする。

2. 調査方法
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【NPO法人ファザーリング・ジャパン 代表理事 安藤哲也 コメント】

盛んに使われるようになった「人生100年時代」と言う言葉。定年を控えた50代は関心を引くが

子育て中の30～40代はどう考えているのか。調査結果では100年人生に対する意識はまだ低く、金

銭面や健康面で漠然とした不安はあるものの「何から始めたら良いのかわからない」という状態

の人が多いことが分かった。ただ巷では「副業解禁」「パラレルキャリア」「サードプレイス」

等が常識化する流れにあり、その中で既に何らかのシフトを目論む人も増えてきている。私たち

子育て世代は日々仕事に育児に忙しいが、来るべき100年ライフを楽しむためにも学び直しの機会

を持ち、自身のキャリア展望、無形資産の構築、そして子どもの自立へのサポート等を心がける

ことが重要だ。それは当事者の価値観だけでなく、働き方やコミュニティの在り方といった環境

の問題にも係っている。FJは人生100年時代をポジティブに捉え、特に父親の意識向上と実践に繋

がるような支援事業を今後も展開していく。
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女性 
50.1% 
518 

男性 
49.9% 
520 

性別
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3. 回答者属性

30-39歳

35% 

40-49歳

65% 

年代

1人

37% 

2人

47% 

3人

13% 

4人以上

3% 

n=1,038

同居している子どもの人数

4

持ち家一

戸建て
59.4%

賃貸マン…

持ち家マン

ション分…

賃貸一戸

建て
3.5%

社宅・寮

3.2% 
その他
0.5%

住居形態

n=1,038 n=1,038

n=1,038
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会社員
56.0%

会社役員・

管理職
17.9%

公務員・団体

職員
1.5%

自営業
0.6%

自由業・専

門職
0.6%

派遣・契約

社員
1.5%

パート・アル

バイト…

専門学校

生・短期大

学生・大学

生・大学院

生
0.2%

専業主夫
7.3%

無職

1.3% その他
0.8%

男性職業
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女性職業

会社員
79.2%

会社役員・

管理職
6.6%

公務員・

団体職員
4.2%

自営業
1.9%

自由業・専門職
2.3%

派遣・契約

社員
1.2%

パート・アル

バイト
1.9%

専業主婦
1.7% 無職

0.2% 
その他
0.8%

夫婦の就労状状況

共にフルタイム
79.2%

フルタイム＆

パート・アルバイ

ト
7.2%

フルタイム＆専

業主フ
5.2%

フルタイム＆自由業・

専門職
3.3%

フルタイム＆派

遣・契約社員
1.3%

フルタイム＆その他
0.9%

共に自由業・専門職
0.7% フルタイム

＆無職
0.6%

共にパートタイ

ム・アルバイト
0.4%

その他共働き
0.3%

その他片働き
0.6%

n=520 n=518

n=1,038
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製造業

23% 

医療・福祉業
17%

土木・建設・不動

産・建物サービス
12%

金融・保険業
9%

その他
9%

運輸・倉庫・物流

関連
7%

卸売・小売業
6%

飲食・宿泊・その

他サービス
6%

ソフトウェア・情報

処理・その他の情

報サービス業
4%

非該当
2%

電気・ガス・熱供

給・水道業
2%

電気通信業
2% 教育・学習支援業

1% 農業・林業・

漁業・鉱業
0%

業種
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17% 
3% 
3% 

6% 
7% 

5% 
6% 

9% 
4% 

6% 
11% 

20% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 

5，000人以上

3，000～4，999人

2，000～2，999人

1，000～1，999人

500～999人

300～499人

200～299人

100～199人

80～99人

50～79人
20-49人

2-19人

従業員規模

n=1,038
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13.0% 
5.3% 

0.2% 
0.3% 

1.3% 
1.8% 
2.6% 
3.0% 
3.5% 

5.8% 
9.8% 

14.0% 
15.5% 

13.3% 
7.0% 

1.9% 
1.6% 

0% 5% 10% 15% 20% 

答えたくない
わからない

2000万円以上
2000万未満
1500万未満
1200万未満
1000万未満
900万未満
800万未満

700万円未満
600万円未満
500万円未満
400万円未満
300万円未満

200万未満
100万円未満

0円

個人年収
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13.0% 
8.0% 

0.6% 
1.2% 

3.8% 
6.4% 

8.8% 
6.3% 

8.5% 
12.3% 
11.9% 

9.6% 
6.0% 

2.5% 
0.8% 
0.5% 

0% 5% 10% 15% 20% 

答えたくない
わからない

2000万円以上
2000万未満
1500万未満
1200万未満
1000万未満
900万未満
800万未満

700万円未満
600万円未満
500万円未満
400万円未満
300万円未満

200万未満
100万円未満

世帯年収

n=1,038

n=1,038
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0.8% 
0.7% 

0.3% 
0.8% 
0.9% 
0.7% 
0.6% 

4.4% 
0.7% 
0.7% 
0.7% 
0.9% 
1.2% 

2.4% 
2.3% 

0.5% 
0.6% 
0.6% 

1.6% 
3.5% 

5.8% 
1.8% 

0.7% 
1.5% 

5.1% 
2.0% 
2.0% 

1.3% 
0.9% 

0.4% 
1.2% 

0.9% 
2.8% 

7.7% 
13.1% 

4.5% 
6.0% 

1.3% 
1.9% 
2.2% 
2.2% 

1.3% 
1.0% 

1.9% 
1.4% 
1.3% 

3.2% 

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 

沖縄県
鹿児島県

宮崎県
大分県
熊本県
長崎県
佐賀県
福岡県
高知県
愛媛県
香川県
徳島県
山口県
広島県
岡山県
島根県
鳥取県

和歌山県
奈良県
兵庫県
大阪府
京都府
滋賀県
三重県
愛知県
静岡県
岐阜県
長野県
山梨県
福井県
石川県
富山県
新潟県

神奈川県
東京都
東京都
千葉県
群馬県
栃木県
茨城県
福島県
山形県
秋田県
宮城県
岩手県
青森県
北海道

都道府県
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n=1,038



NPO法人 Fathering Japan
「子育て世代の100年ライフに関する意識調査」1.「人生100年時代」に対する意識

知っているし

関心もある

17%

知っているが

関心はない

39%

知らないが

関心はある

30%

知らないし

関心もない

14%

「人生100年時代」と言われますが、それに対してどのような意識をお持ちですか？
最も近いものを一つ選んでください。
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「人生100年時代」について、「知っている人」56％と「知らない人」44％は約半数ずつ、
また、「関心がある人」47％と「関心がない人」53％も約半数ずつであった。
しかし、「知らない」か「関心はない」が83％（=39％+30％+14％）となり、また、
「知っているが関心はない」と回答した人が「知っているし関心もある」「知っているが関
心はない」と回答した人の約７割を占めている。
よって、子育て世代の「人生100年時代」に対する意識はまだ低いと推察される。
年代との間に有意な相関は認められず、性別との間にも相関はほとんど認められなかった。

9

8% 

17% 

15% 

23% 

40% 

39% 

40% 

37% 

31% 

30% 

33% 

26% 

21% 

14% 

11% 

14% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

女性40-49歳

女性30-39歳

男性40-49歳

男性30-39歳

知らないし関心もない 知らないが関心はある 知っているが関心はない 知っているし関心もある

n=1,038 年代 p=n.s 性別 rs=-.062 p < .05 

n=1,038
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「子育て世代の100年ライフに関する意識調査」２. 「人生100年時代」への期待と不安

期待を感じる

3%

不安も感じるが

期待も感じる

30%

不安を感じる

56%

何も感じない

11%

「人生100年時代」と聞いてどのように感じますか？最も近いものを一つ選んでください。
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「人生100年時代」について、「不安を感じる」と回答した人が56％と過半数を占め、「不
安も感じるが期待も感じる」と回答した人30％と合わせると約9割が不安を感じている。一
方で、「期待を感じる」と回答した人は僅か3%であり、約1割は「何も感じてない」と回答
している。
子育て世代の多くが「人生100年時代」に対して期待よりも不安を感じていることが分かっ
た。性別、及び、年代との間に相関は認められなかった。
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n=1,038    p=n.s.

n=1,038

9% 

8% 

12% 

21% 

60% 

64% 

54% 

44% 

31% 

26% 

31% 

32% 

1% 

2% 

4% 

3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

女性40-49歳

女性30-39歳

男性40-49歳

男性30-39歳

何も感じない 不安を感じる 不安も感じるが期待も感じる 期待を感じる
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「子育て世代の100年ライフに関する意識調査」３. 定年後の人生に対する印象

とてもポジティブな印象
4%

どちらかというと

ポジティブな印象
46%

どちらかというと

ネガティブな印象
42%

とてもネガティブな印象
8%

あなたは、定年後の人生について、ポジティブな印象を持っていますか？それとも、ネガティ
ブな印象を持っていますか？一番近いものを一つ選んでください。
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7% 

9% 

8% 

7% 

38% 

43% 

43% 

45% 

50% 

44% 

45% 

44% 

4% 

4% 

5% 

4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

女性40-49歳

女性30-39歳

男性40-49歳

男性30-39歳

とてもネガティブな印象 どちらかと言えばネガティブな印象 どちらかと言えばポジティブな印象 とてもポジティブな印象

「人生100年時代」について子育て世代の約9割が不安を感じている一方で、「定年後の人
生」については、「ネガティブな印象」と「ポジティブな印象」の占める割合はちょうど5割
ずつであった。
「人生100年時代」と比較し、「定年後の人生」は、回答者自身の親や職場の上司など、定
年後のイメージを重ね合わせられる存在がいるため容易に予想できるが、「人生100年時
代」は未知なる世界で予想できないことが不安の一因と推察される。また、ポジティブな印
象が、現在の親や上司等の良い定年ライフイメージから来ているのだとしたら、子育て世代
が定年を迎える時代とは大きく異なるであろうから、楽観的にイメージしている危険性も考
えられる。性別、及び、年代との間に相関は認められなかった。

n=1,038

n=1,038    p=n.s.
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「子育て世代の100年ライフに関する意識調査」4. 現在の仕事へのやりがい

強く感じている

9%

多少感じている

54%

あまり感じていない

29%

全く感じていない

8%

あなたは、現在の仕事にやりがいを感じていますか？一番近いものを一つ選んでください。
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65% 

67% 

52% 

58% 

29% 

30% 

31% 

19% 

52% 

58% 

52% 

63% 

10% 

5% 

9% 

10% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

女性40-49歳

女性30-39歳

男性40-49歳

男性30-39歳

よくわからない あまり感じていない 多少感じている 強く感じている

現在の仕事に対するやりがいを「強く感じている」と回答した人は全体の僅か9%であるが、
「多少感じている」と回答した人54％と合わせると約６割以上が仕事にやりがいを感じて
いることが分かった。
一方、「あまり感じていない」29％、「全く感じていない」8％と合わせると、子育て世代
の約4割が現在の仕事にやりがいを感じていない。
性別、及び、年代との間に相関は認められなかった。

n=1,038    p=n.s.

n=1,038
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19% 

8% 

2% 

12% 

29% 

35% 

19% 

4% 

45% 

51% 

67% 

27% 

8% 

5% 

12% 

58% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

何も感じない

不安を感じる

不安も感じるが期待も感じる

期待を感じる

全く感じていない あまり感じていない 多少感じている 強く感じている

人生100年時代への期待と不安 ＊ 現在の仕事に対するやりがい

n=1,038 rs=.252   p < .001

「現在の仕事に対するやりがい」と「人生100年時代」への意識、「定年後の人生に対する印
象」との関係を見てみる。
「人生100年時代への期待と不安」と「現在の仕事に対するやりがい」との間に正の相関
(rs=.252)が認められた。また、「定年後の人生に対する印象」と「現在の仕事に対するやり
がい」との間に正の相関(rs=.272)が認められた。
つまり、現在の仕事に対してやりがいを感じ、今が充実していると「人生100年時代」や「定
年後の人生」に対する期待が高くなるということが分かる。

34% 

6% 

5% 

4% 

24% 

40% 

22% 

9% 

37% 

48% 

65% 

44% 

5% 

6% 

9% 

42% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

とてもネガティブな印象

どちらかというとネガティブな印象

どちらかというとポジティブな印象

とてもポジティブな印象

全く感じていない あまり感じていない 多少感じている 強く感じている

定年後の人生に対する印象 ＊ 現在の仕事に対するやりがい

n=1,038 rs=.272   p < .001
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「子育て世代の100年ライフに関する意識調査」5. 現在の仕事と将来のキャリア展望

非常にマッチしている

3%

大体マッチしている

36%

あまりマッチ

していない

31%

マッチしていない

19%

分からない

11%

あなたが現在行なっている仕事はあなたが考えている将来のキャリアとマッチしています
か？最も近いものを一つ選んでください。

Copyright©2018 NPO法人ファザーリング・ジャパン All rights reserved. 14

11% 

12% 

10% 

11% 

0% 

22% 

22% 

18% 

31% 

35% 

28% 

33% 

34% 

30% 

41% 

38% 

3% 

3% 

4% 

5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

女性40-49歳

女性30-39歳

男性40-49歳

男性30-39歳

分からない あまり感じていない あまりマッチしていない 大体マッチしている 非常にマッチしている

現在の仕事が将来のキャリアと「非常にマッチしている」と回答した人は僅か３％であり、
「大体マッチしている」と回答した人36％と合わせても４割程度であった。
一方、「あまりマッチしていない」31％、「マッチしていない」19％、「分からない」
11％を合わせると、子育て世代の約6割が現在の仕事と将来のキャリア展望に不透明感があ
ると推察される。
年代との間に有意な相関は認められず、性別との間にも相関はほとんど認められなかった。

n=1,038 年代 p=n.s. 性別 rs=.093 p < .01

n=1,038



NPO法人 Fathering Japan
「子育て世代の100年ライフに関する意識調査」

Copyright©2018 NPO法人ファザーリング・ジャパン All rights reserved. 15

19% 

12% 

9% 

2% 

42% 

23% 

13% 

4% 

18% 

36% 

31% 

7% 

17% 

28% 

45% 

53% 

4% 

2% 

2% 

33% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

とてもネガティブな印象

どちらかというとネガティブな印象

どちらかというとポジティブな印象

とてもポジティブな印象

分からない マッチしていない あまりマッチしていない 大体マッチしている 非常にマッチしている

定年後の人生に対する印象 ＊ 現在の仕事と将来のキャリア展望

n=1,038 rs=.282   p < .001

24% 

11% 

5% 

4% 

23% 

24% 

10% 

8% 

23% 

35% 

28% 

8% 

28% 

28% 

54% 

38% 

3% 

2% 

4% 

42% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

何も感じない

不安を感じる

不安も感じるが期待も感じる

期待を感じる

分からない マッチしていない あまりマッチしていない 大体マッチしている 非常にマッチしている

人生100年時代への期待と不安 ＊ 現在の仕事と将来のキャリア展望

n=1,038 rs=.301   p < .001

「現在の仕事と将来のキャリア展望」と「人生100年時代」への意識、「定年後の人生に対す
る印象」との関係を見てみる。
「人生100年時代への期待と不安」と「現在の仕事と将来のキャリア展望」との間に、正の相
関(rs=.301)が認められた。また、「定年後の人生に対する印象」と「現在の仕事と将来の
キャリア展望」との間にも正の相関(rs=.282)が認められた。
つまり、現在の仕事が将来キャリア展望とマッチしていると、「人生100年時代」や「定年後
の人生」に対する期待が高くなる傾向があることが分かった。
定年後の人生以上に、人生100年時代は予想ができないが、現在の仕事の先に将来のキャリア
が見いだせるようになると、人生100年時代への期待も高くなると推察される。



NPO法人 Fathering Japan
「子育て世代の100年ライフに関する意識調査」6. 5年後・10年後のキャリアプラン

5年後も10年後も

描けている

12%

5年後は描けているが

10年後は描けていない

18%

10年後は描けているが

5年後は描けていない

3%考えたことはあるが

全く描けていない

48%

考えたことがない

19%

あなたは5年後、10年後のキャリアプランを描けていますか？最も近いものを一つ選んでく
ださい。
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「考えたことはあるが全く描けていない」48％、「10年後は描けていない」18％、「5年
後は描けていない」3％を合わせると、子育て世代の約7割が「5年後、10年後のキャリア
プランについて」描けていない。また、「考えたことがない」人も約2割であった。
年代との間に有意な相関は認められず、性別との間にも相関はほとんど認められなかった。

16

24% 

23% 

16% 

12% 

43% 

54% 

50% 

44% 

3% 

2% 

3% 

3% 

17% 

16% 

20% 

18% 

14% 

5% 

12% 

24% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

女性40-49歳

女性30-39歳

男性40-49歳

男性30-39歳

考えたことがない 考えたことはあるが全く描けていない 10年後は描けているが5年後は描けていない

5年後は描けているが10年後は描けていない 5年後も10年後も描けている
n=1,038年代 p=n.s. 性別 rs=.115 p < .001

n=1,038
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42% 

18% 

13% 

12% 

33% 

57% 

41% 

4% 

2% 

4% 

4% 

10% 

15% 

25% 

23% 

14% 

8% 

18% 

58% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

何も感じない

不安を感じる

不安も感じるが期待も感じる

期待を感じる

考えたことがない 考えたことはあるが全く描けていない

10年後は描けているが5年後は描けていない 5年後は描けているが10年後は描けていない

5年後も10年後も描けている

100年時代への期待と不安 ＊5年後・10年後のキャリアプラン

n=1,038 rs=.250   p < .001

「5年後・10年後のキャリアプラン」と「人生100年時代」への意識、「定年後の人生に対
する印象」との関係を見てみる。
「人生100年時代への期待と不安」と「5年後・10年後のキャリアプラン」との間に正の相
関(rs=.250)が認められた。 「定年後の人生に対する印象」と「5年後・10年後のキャリアプ
ラン」との間に正の相関(rs=.207)が認められた。
5年後、10年後といった近い将来のキャリアプランを描けていると、「定年後の人生」より
不透明と感じがちな「人生100年時代」へ期待を感じる傾向があることが分かった。逆に、
近い将来も描けないと人生100年時代への漠然とした不安に繋がると推察される。

25% 

19% 

18% 

13% 

59% 

56% 

42% 

13% 

1% 

4% 

4% 

11% 

17% 

20% 

16% 

5% 

6% 

16% 

53% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

とてもネガティブな印象

どちらかというとネガティブ…

どちらかというとポジティブ…

とてもポジティブな印象

考えたことがない 考えたことはあるが全く描けていない

10年後は描けているが5年後は描けていない 5年後は描けているが10年後は描けていない

5年後も10年後も描けている

定年後の人生に対する印象 ＊5年後・10年後のキャリアプラン

n=1,038 rs=.207   p < .001
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19% 

27% 

2% 

29% 

53% 

42% 

7% 

6% 

45% 

20% 

54% 

81% 

11% 

7% 

2% 

13% 

83% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

分からない

マッチしていない

あまりマッチしていない

大体マッチしている

非常にマッチしている

全く感じていない あまり感じていない 多少感じている 強く感じている

16% 

8% 

4% 

2% 

3% 

36% 

34% 

26% 

22% 

9% 

42% 

53% 

59% 

67% 

61% 

6% 

5% 

11% 

10% 

27% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

考えたことがない

考えたことはあるが全く描けていない

10年後は描けているが5年後は描けていない

5年後は描けているが10年後は描けていない

5年後も10年後も描けている

全く感じていない あまり感じていない 多少感じている 強く感じている

現在の仕事と将来のキャリア展望＊ 現在の仕事に対するやりがい

5年後・10年後のキャリアプラン＊現在の仕事に対するやりがい

n=1,038 rs=.556   p < .001

ここまで見てきたように、「人生100年時代への期待と不安」に影響を与えるのは「現在の
仕事に対するやりがい」「現在の仕事と将来のキャリア展望」「5年後・10年後のキャリア
プラン」であることがわかった。よって、その項目同士の関係について検討する。
「現在の仕事に対するやりがい」は、「現在の仕事と将来のキャリア展望」との間に正の相
関(rs=.556)が認められた。また、「5年後・10年後のキャリアプラン」との間にも正の相関
(rs=.300)が認められる。つまり、現在の仕事に「やりがい」を感じているか否かが、その先
のキャリア展望やキャリアプランを描く上で重要であると考えられる。

n=1,038 rs=.300   p < .001



NPO法人 Fathering Japan
「子育て世代の100年ライフに関する意識調査」7. 定年後の人生の計画

具体的に検討しており、

準備もはじめている
5%

検討はしているが、具体的な

準備は何も始めていない
21%

考えたことはあるが、ま

だ何も検討していない
57%

全く考えたことがない
17%

あなた自身は定年後にどのように人生を過ごすかを具体的に考えていますか？
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15% 

17% 

18% 

18% 

57% 

61% 

54% 

57% 

24% 

17% 

24% 

18% 

4% 

5% 

5% 

7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

女性40-49歳

女性30-39歳

男性40-49歳

男性30-39歳

全く考えたことがない 考えたことはあるが、まだ何も検討していない

検討はしているが、具体的な準備は何も始めていない 具体的に検討しており、準備もはじめている

「定年後の人生」について、「具体的に検討しており準備も始めている」と回答した人は僅
か5%。「考えてたことはあるが、まだ何も検討していない」57％、「全く考えたことがな
い」17％と合わせると、子育て世代の7割以上の人が「定年後の人生」について考えていな
いことが分かった。
性別、及び、年代との間に相関は認められなかった。

n=1,038    p=n.s.

n=1,038
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定年後の人生に対する印象 ＊ 定年後の人生の計画

27% 

18% 

14% 

9% 

59% 

62% 

53% 

42% 

13% 

16% 

28% 

27% 

1% 

3% 

5% 

22% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

とてもネガティブな印象

どちらかというとネガティブな印象

どちらかというとポジティブな印象

とてもポジティブな印象

全く考えたことがない 考えたことはあるが、まだ何も検討していない

検討はしているが、具体的な準備は何も始めていない 具体的に検討しており、準備もはじめている

n=1,038 rs=.187   p < .001

「定年後の人生の計画」と「人生100年時代」への意識、「定年後の人生に対する印象」と
の関係を見てみる。
「人生100年時代への期待と不安」 と「定年後の人生の計画」との間に正の相関(rs=.225)
が認められた。一方、「定年後の人生に対する印象」と「定年後の人生の計画」との間には
相関がほとんど認められなかった(rs=.187) 。
「定年後の人生に対する印象」は、回答者自身の親や職場の上司など、定年後のイメージを
重ね合わせられる存在がいるため、自身で「定年後の人生の計画」がなくても、定年後には
ポジティブな印象を持つことが出来るが、定年よりも見通しのつきにくい「人生100年時
代」への期待を高めるに至るには、自身で「定年後の人生の計画」がある程度準備できてい
る主体性が必要であると考えられる。

100年時代への期待と不安 ＊ 定年後の人生の計画

38% 

16% 

11% 

12% 

45% 

62% 

53% 

19% 

11% 

19% 

30% 

35% 

6% 

3% 

6% 

35% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

何も感じない

不安を感じる

不安も感じるが期待も感じる

期待を感じる

全く考えたことがない 考えたことはあるが、まだ何も検討していない

検討はしているが、具体的な準備は何も始めていない 具体的に検討しており、準備もはじめている

n=1,038 rs=.225   p < .001



NPO法人 Fathering Japan
「子育て世代の100年ライフに関する意識調査」8. 学びの機会

足りているしこれ以上学

ぶ必要はない

4%
足りているがもっと学

ぶ必要がある

20%

足りていないが学ぶ

時間がない

33%

足りていないが

学ぶ機会がない

20%

全く足りていない

11%

よく分からない

12%

あなたは自分自身が今の仕事に対して職場内外において学びの機会が足りていると感じます
か？最も近いものを一つ選んでください。
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「足りているがもっと学ぶ必要がある」20％、「足りていないが学ぶ時間がない」33％、
「足りていないが学ぶ機会がない」20％、「全く足りていない」11％を合わせると、子育て
世代の8割以上が「学ぶ必要がある」と感じている。しかし、半数以上が「学ぶ時間」や「学
ぶ機会」が不足していると感じている。
特に女性30-39歳では「学ぶ時間がない」が41％となっており、他の性別・年代と比較して
高い。性別、及び、年代との間に相関は認められなかった。

21

12% 

13% 

12% 

11% 

10% 

11% 

12% 

10% 

21% 

19% 

18% 

21% 

29% 

41% 

31% 

32% 

22% 

13% 

23% 

22% 

6% 

3% 

4% 

5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

女性40-49歳

女性30-39歳

男性40-49歳

男性30-39歳

よく分からない 全く足りていない 足りていないが学ぶ機会がない

足りていないが学ぶ時間がない 足りているがもっと学ぶ必要がある 足りているしこれ以上学ぶ必要はない

n=1,038    p=n.s.

n=1,038
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「学びの機会」に対する認識と「人生100年時代への期待と不安」はほとんど相関が認めら
れなかった（rs=.182 p < .001)。
しかし、「人生100年時代への期待と不安」に影響を与える項目である「現在の仕事に対す
るやりがい」、「現在の仕事と将来のキャリアとの関連」「5年後・10年後のキャリアプラ
ン」との間には下記のように相関が認められた。
このことから、「学びの機会」に対する認識は「人生100年時代への期待と不安」に間接的
に影響を与えていると推察される。

8% 
20% 

9% 
4% 

13% 
4% 

39% 
36% 

39% 
25% 

24% 
17% 

47% 
41% 

48% 
66% 
53% 

54% 

6% 
3% 
4% 
5% 

9% 
25% 

よく分からない

全く足りていない

足りていないが学ぶ機会がない

足りていないが学ぶ時間がない

足りているしこれ以上学ぶ必要はない

足りているがもっと学ぶ必要がある

学びの機会＊やりがい

全く感じていない あまり感じていない 多少感じている 強く感じている

20% 
9% 
9% 
10% 
9% 
9% 

17% 
39% 

25% 
16% 
18% 

10% 

34% 
23% 

35% 
38% 

24% 
19% 

27% 
28% 

29% 
36% 

44% 
51% 

2% 
1% 
2% 
1% 

4% 
11% 

よく分からない

全く足りていない

足りていないが学ぶ機会がない

足りていないが学ぶ時間がない

足りているしこれ以上学ぶ必要はない

足りているがもっと学ぶ必要がある

学びの機会 * 現在の仕事と将来のキャリア展望

分からない マッチしていない あまりマッチしていない 大体マッチしている 非常にマッチしている

54% 
28% 

14% 
11% 

29% 
9% 

30% 
51% 

61% 
57% 

31% 
33% 

2% 
0% 
4% 

3% 
4% 

2% 

9% 
12% 
15% 

21% 
18% 

24% 

4% 
9% 
5% 

9% 
18% 

32% 

よく分からない

全く足りていない

足りていないが学ぶ機会がない

足りていないが学ぶ時間がない

足りているしこれ以上学ぶ必要はない

足りているがもっと学ぶ必要がある

学びの機会 * 5年後・10年後のキャリアプラン

考えたことがない 考えたことはあるが全く描けていない

10年後は描けているが5年後は描けていない 5年後は描けているが10年後は描けていない

5年後も10年後も描けている

n=1,038 rs=.275   p < .001

n=1,038 rs=.230   p < .001

n=1,038 rs=.352   p < .001
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6% 
1% 
5% 

10% 
10% 
11% 
14% 
15% 

20% 
21% 
21% 

30% 
31% 
31% 
32% 
34% 
35% 

45% 
49% 
52% 
55% 

60% 

0% 20% 40% 60% 80% 

特に不安なことはない

その他

AIやIoTの進化

住んでいる地域の過疎化・自治体の合併・消滅

家賃の支払い

自分自身の市場価値

可処分所得の低下

親子関係

夫婦関係

寿命の長寿化

定年までの雇用

定年後の雇用

日本社会全体の高齢化

日本社会全体の少子化

住宅ローン・建て替えや補修支出

定年後の生活（何をするか）

社会保険料の増加

親の介護

家族の健康

自分自身の健康

年金受給の有無

定年後の生活資金

あなたの今後の人生に関して「不安」に感じるのは何ですか？以下から、当てはまるものを
すべてお答えください。「その他」を選択した場合は具体的にご記入ください（複数回答）。

9. 今後の人生に関して不安なこと

その他：
人口減少による日本経済、国力の低下、お金、子どもの学校や就職、子どもの将来、実家の処分
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「定年後の生活資金」60％、「年金受給の有無」55％、「社会保険料の増加」35％、
「住宅ローン・建て替えや補修支出」32％などの金銭面への不安、「自分自身の健康」
52％、「家族の健康」49％、「親の介護」45％などの健康面への不安を感じている人が
多いことが分かる。

n=1,038
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18% 

0% 

7% 

9% 

14% 

14% 

1% 

7% 

23% 

15% 

19% 

55% 

28% 

10% 

18% 

0% 20% 40% 60% 

特に何もしていない

その他

地域活動やボランティア活動に参画している

職場外の研修や勉強会等に積極的に参加している

職場や家族以外の人と交流の機会を持つようにしている

職場内の研修や勉強会等に積極的に参加している

キャリアコンサルタント等のプロに自分のキャリアを相談している

自分のこれまでのキャリアやスキルを振り返り、整理している

個人で本を読んだり勉強したりしている

病気予防のため食生活に気を配り、適度な運動をしている

健康管理のため定期的に健診・人間ドックに行っている

家族との時間や生活を大切にしている

趣味の時間を大切にしている

株・証券・不動産などの資産運用をしている

手元現金・預金の資金貯蓄をしている

あなたは自分自身の人生やキャリアのために何か行っていますか？以下から、当てはまるも
のを全て選んでください。「その他」を選択した場合は具体的にご記入ください。

１０. 人生やキャリアのために行っていること

Copyright©2018 NPO法人ファザーリング・ジャパン All rights reserved.

自分自身の人生やキャリアのために行っている行動について、「LIFE SHIFT(著リンダ・グ
ラットン）」で紹介されている「有形資産」「無形資産」などに分類して検討する。
「９ 今後の人生について不安なこと」において挙げられていた「金銭面への不安」について
は、「有形資産」を増やす行動は2割を切っている。また、「健康への不安」に対しても、
「無形資産：活力資産」を増やす行動は、「家族との時間や生活を大切にしている」55％こ
そ高い回答を得ているが、健康管理や予防の行動は2割を切っていた。
このように、子育て世代は、不安は感じているものの、実際に行動している人は少ないこと
が分かる。

24

無形資産（娯楽）

無
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身
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有
形
資
産

無
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咏活
力
資
産

無
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産
咏生
産
性
資
産
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27% 

2% 

14% 

15% 

3% 

21% 

18% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 

転職も副業（もしくは兼業・複業）も

したことがないしどちらにも関心もない

副業（もしくは兼業・複業）はしたことがあり、

転職はしたことがなく関心もない

転職はしたことがあり、副業（もしくは兼業・複業）は、

したことがなく関心もない

転職も副業（もしくは兼業・複業）も

したことがないがどちらにも関心はある

副業（もしくは兼業・複業）はしたことがあり、

転職はしたことがないが関心はある

転職はしたことがあり、副業（もしくは兼業・複業）は、

したことがないが関心はある

転職も副業（もしくは兼業・複業）もしたことがある

社会人になってから今までに、あなたは、実際に転職や副業（もしくは兼業・複業）をした
経験がありますか？また、関心はありますか？最も近いものを一つ選んでください。

12. 転職・副業について
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一般的に日本人は「１つの仕事に収入ややりがいの全てを求める傾向」にあり、生涯で複数
のキャリアを持つ「マルチステージ」（「LIFE SHIFT（リンダ・グラットン著）」）への移
行は難しいと指摘されることが多い。そこで、転職などの経験と関心について聞いた。
転職をしたことがある人は半数以上（ 「転職も副業（もしくは兼業・複業）もしたことがあ
る」18％＋「転職はしたことがあり、副業（もしくは兼業・複業）はしたことがないが関心
はある」21％＋「転職はしたことがあり、副業（もしくは兼業・複業）はしたことがなく関
心もない」14％）であった。
また、副業（もしくは兼業・複業）をしたことがある人は２割（ 「転職も副業（もしくは兼
業・複業）もしたことがある」18％＋「 副業（もしくは兼業・複業）はしたことがあり、転
職はしたことがないが関心はある」3％＋「副業（もしくは兼業・複業） はしたことがあり、
転職はしたことがなく関心もない」2％）であった。
転職、または、副業（もしくは兼業・複業）の経験の有無に関わらず、子育て世代の約６割
が転職、または、副業（もしくは兼業・複業） に「関心がある」と回答している。
これにより、日本の子育て世代において、「マルチステージ」への土壌はあると考えられる。

n=1,038
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知っているし

関心もある

5% 知っているが

関心はない

9%

よく知らないし

関心もない

27%
よくわからない

59%

ライフシフトという言葉を知っていますか？最も近いものを一つ選んでください。
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65% 

67% 

52% 

58% 

24% 

23% 

32% 

26% 

5% 

8% 

11% 

13% 

6% 

3% 

6% 

4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

女性40-49歳

女性30-39歳

男性40-49歳

男性30-39歳

よくわからない よく知らないし関心もない 知っているが関心はない 知っているし関心もある

(n=1,038)

n=1,038  年代 n.s.   性別 rs=-.125 p < .001

「ライフシフト」という言葉について「知っているし関心もある」5％、「知っているが
関心はない」9％を合わせると、「知っている」と回答した人は1割程度に止まった。
また、「関心がある」人は僅か5%で、「よくわからない」と回答した人が約６割を占めた。
子育て世代にとって、「ライフシフト」という言葉の認知も関心も低いことが分かった。
年代との間に有意な相関は認められず、性別との間にも相関はほとんど認められなかった。



NPO法人 Fathering Japan
「子育て世代の100年ライフに関する意識調査」

3% 

1% 

1% 

7% 

7% 

8% 

8% 

11% 

19% 

21% 

21% 

22% 

61% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 

分からない

特にない

その他

介護

ボランティア・地域活動

育児

起業・開業

副業・兼業・複業

移住・転居

転職

復職

学びなおし

定年後のセカンドライフ

ライフシフトという言葉から何をイメージしますか？以下から、当てはまるものをすべてお
答えください。「その他」を選択した場合は具体的にご記入ください。

13. ライフシフト：イメージ

その他：
生活の変化、生き方の見直し、仕事の在り方ややり方を考え直すこと、年寄りも働かされる、
決まっていないと思う、人生設計
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「ライフシフト」という言葉について、「定年後のセカンドライフ」とした人が６割であ
り、子育て世代の多くの人が「定年後の人生」というイメージを持っていることが分かっ
た。
「学びなおし」「復職」「転職」「移住・転居」とした人がそれぞれ２割程度であった。

n=1,038
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調査方法 インターネットリサーチ
実施機関 株式会社 インテージ
実施期間 2018年4月25日（水）
調査対象者 30代と40代の子どもがいる男性と女性
調査エリア 全国
有効サンプル数 1,038 （男性520、女性 518）

!5 �#

� %! ���

� 8! ��


6& ���


�2 �#

� �����$ ���

� �����$ �	


6& ���


!5'�2 �#

� %!�����$ ���

� %!�����$ ���

� 8!�����$ ���

� 8!�����$ �	


6& ���


"�D.$

8 	+� 	�	

9 	+��U,'. ���

: ���U�
.� ��

; /�$ �

< /)$U�4. �	

= %3Q�-+� �

> LRJQGOKHJ ��

? ��(�� 7

@ ��( 7

87 6#( 7

88 ��#( 7

89 �4�#(U*!��(U��(U��5( �

8: �$��Q�$�� ��

8; &. �

8< BD� �

7�
���9��-1# �#

8 �1 �

9 �1 �
�

: �1 �
�

; �1 ���

< �130 ��

6& ���


4� " �#

8  C�A��� ��	

9  C�AMPINPS
0T ���

: 21A��� ��

; 21AMPINPSGLRJQ��F�ET ���

< +�Q� ��

= BD� �

6& ���




NPO法人 Fathering Japan
「子育て世代の100年ライフに関する意識調査」

29Copyright©2018 NPO法人ファザーリング・ジャパン All rights reserved.

^m OX

� �^.]^.d^.�^ �

� F[.Ry.2@h.Rf�/( ���

� �Y �

� �E.�E?M �	

� AoE.*3�3 �

� Zi�|.$4,"+/ �

� BtE.;Q�E ��

	 J�wE ��


 s@~.&49 �


�� ��4w�^ ���

�� #'/$. /'/ �	

�� �-(%7-  $3.��4LH1 ��

�� ��.9P.fb�� �


�� �_.8 .e6p.`� �


�� �_�8^ �	

�� !)$563.TG=g.��4��/( ^ �	

�� �u.7�^.�v.z>.7�.}� 
�

�	 ��.Ka�/( ��

�
 ��4�/( �


�� Wr.IqVU ��

�� Bj.lk ���

�� ��4 
�

�� �{S ��

Dx ���	

:3NC OX

� �< ��

� ���0<\c ��

� ���0\c ��

� ���0<\c ��	

� ���0<\c ���

� ���0<\c ���

� ���0<\c ���

	 ���0<\c ��


 	��0\c ��

�� 
��0\c ��

�� ����0\c ��

�� ����0\c �


�� ����0\c ��

�� ����0\c �

�� ����0<51 �

�� 2
0�� ��

�� n����� ���

Dx ���	



NPO法人 Fathering Japan
「子育て世代の100年ライフに関する意識調査」

30Copyright©2018 NPO法人ファザーリング・ジャパン All rights reserved.

39�6 � 

� �5 �	

� ���15!# ��

� ���1!# 	�

� ���15!# ��


� ���15!# ���

� ���15!# ���

� ���15!# ���

	 	��15!# ��


 
��1!# ��

�� ���1!# ��

�� ����1!# �	

�� ����1!# ��

�� ����1!# ��

�� ����1!# �

�� ����1542 �

�� 0���� �

�� $
-��� �

7%

�"8 � 

� ��� �


� ��� 
�

� ����� 
�

� ����� �	

� ����� ��

� ����� ��

� ���	� ��

	 
���� ��


 ������� �	

�� ������� ��

�� ������� �	

�� ������� 	�

�� ��������� ��

�� ��������� ��

�� ��������� ��

�� ����42 �
�

7% ���


8/-;FBH)	%H&�GD<E9>"=?C@<:

/ �!
 	��

0 �!�
Q#�& ��	

1 ��
Q��&
 ��

2 '�� ��

3 '��Q�*& ��

4 �(O�$!
 ��

5 MPKOINLJK 	�

6 ����� .

7 ��� .

/. ,�� .

// �
�� .

/0 �*���Q ����Q���Q��+� �

/1 ����O���� �	

/2 �& 


/3 AH� 




NPO法人 Fathering Japan
「子育て世代の100年ライフに関する意識調査」

31Copyright©2018 NPO法人ファザーリング・ジャパン All rights reserved.

����°§³�.5:²�V±«�¬�ÔÈÍÂÑ° p¿@ª¬�¶¥

�ß¦¾®¸�ÐÃÍÂÑ° p¿@ª¬�¶¥�ß�Zw�¸²¿�«

� ®¬¸ÔÈÍÂÑ° p ��

� ¯©»�®��®ÔÈÍÂÑ° p ���

� ¯©»�®��®ÐÃÍÂÑ° p ���

� ®¬¸ÐÃÍÂÑ° p 	�

����°§fu³.5:±¯²º�±�V¿z¡¥�¿��\±d�¬�¶

¥�ß¶§�¦¾±#�§R�¿,·¬�¶¥�ß�Zw�¸²¿�«|

� ��\±Kk£¬�¼�R�¸,·¬�½ ��

� Kk³£¬�½����\°R�³�¸,·¬�°� ���

� d�§ ®³�½��¶¨�¸Kk£¬�°� �		

� ��d�§ ®�°� ���

����°§³�T%²
�±¹¼��¿=¤¬�¶¥�ß�Zw�¸²¿�

� 8�=¤¬�½ ��

� *3=¤¬�½ ���

� �¶¼=¤¬�°� ���

� ��=¤¬�°� ��

����°§�T%h°ª¬�½
�³�°§�d�¬�½2I²ÄÖØÁ®

ÕÌË£¬�¶¥�ßF¸w�¸²¿�«|À­�¨¢��

� �4±ÕÌË£¬�½ ��

� +�ÕÌË£¬�½ ���

� �¶¼ÕÌË£¬�°� ���

� ÕÌË£¬�°� ���

� ��»°� ���

����°§³�5:���5:²ÄÖØÁÒ×Û¿B�¬�¶¥�ßF¸w�

� �5:¸��5:¸B�¬�½ ���

� �5:³B�¬�½���5:³B�¬�°� �	�

� ��5:³B�¬�½��5:³B�¬�°� ��

� d�§ ®³�½���B�¬�°� �



� d�§ ®�°� �
	

���_
�±°ª¬�»	¶­±��°§³�/�±ve¹�LÝ¸£�³

�LÜiLÞ¿£§c���¼¶¥�ß¶§��;³�¼¶¥�ßF¸w

� ve¸�LÝ¸£�³�LÜiLÞ¸£§ ®��½ ���

� ve³£§ ®��¼��LÝ¸£�³�LÜiLÞ³£§ ®�°�� ���

� ve³£§ ®��¼��LÝ¸£�³�LÜiLÞ³£§ ®�°�� ���

� �LÝ¸£�³�LÜiLÞ³£§ ®��¼�ve³£§ ®�°�� ��

� �LÝ¸£�³�LÜiLÞ³£§ ®��¼�ve³£§ ®�°�� ��

� ve¸�LÝ¸£�³�LÜiLÞ¸£§ ®�°��¯©»±¸�;³ ���

� ve¸�LÝ¸£�³�LÜiLÞ¸£§ ®�°�£¯©»±¸�;¸ ���

����°§³f�fu�	²
�±1£¬e(�)±��¬-´²N
�t

¼¬�½®=¤¶¥�ßF¸w�¸²¿�«|À­�¨¢��

� t¼¬�½�¸ª®-µ<j��½ ���

� t¼¬�½£ ¾��-µ<j³°� ��

� t¼¬�°��-µE��°� ���

� t¼¬�°��-µN
�°� ���

� ��t¼¬�°� ���

� º���»°� ���

����°§³f�fu²�V¹ÄÖØÁ²§·±��hª¬�¶¥�ß��

�»�9¬³¶½¸²¿�¬|À­�¨¢���¦²��¿|?£§("

� ��­H¿nÀ¨¼�8£§¼£¬�½ ���

� s$²E�¿+�±£¬�½ ���

� &'P�¹Ó×ÛÍÂÁP�±!Y£¬�½ ��

� f�² ¾¶­²ÄÖØÁ¹ÉÄÙ¿A¼x¼�CU£¬�½ ��

� ÄÖØÁÆÛÇÙÊÛÎa²ÒÚ±f�²ÄÖØÁ¿]o£¬�½ �

� JÜm�Ü��W°¯²rWyX¿£¬�½ ���

� >�T~Ü�~²r~qg¿£¬�½ ���

� [O��²§·�VP±O¿}¼�{6°y�¿£¬�½ ���

� �7bU²§·.G\±�lÜ��ÏÌÅ±hª¬�½ ���

�� e(�²^�¹�8
a±`M\±!�£¬�½ ���

�� e()²^�¹�8
a±`M\±!�£¬�½ ��

�� 0D®²E�¹VP¿+�±£¬�½ ���

�� e(¹0D�)²�®�Q²N
¿@«º�±£¬�½ ���

�� ¦²� �

�� S±�¸£¬�°� ���



NPO法人 Fathering Japan
「子育て世代の100年ライフに関する意識調査」

32Copyright©2018 NPO法人ファザーリング・ジャパン All rights reserved.

É¾½¼ÐéàÖKsÞ÷��çÿĉċüë@�ëàñêèëôÒéÚçÖU

�áçWÑðÞÕĔ��ÕõU�áçWÒÚçú�å°ûæØáÛÑÍ

¾ �6 êÔÙ÷ÿĉċü��ë�@ ¾À¿

¿ ¸�ë})+ ÄÂ

À %wĐ�wĐ�wëb­ ¾ÀÂ

Á āćĄýþČ$MëF�Ē�?ë*�Lfú�à*��êDÜå
�Ûø ÃÄ

Â �×jd¹ëb­ ¿¾À

Ã L&êBõéÑ�vë¯X±� ¾¾Ä

Ä J6��êVÝà5²z�ë¯X+ Æ½

Å 0�¨³Đ0�(�ë�­ ÃÂ

Æ L³$Më��Ü ¿ÆÀ

¾½ �
�·$Më��Ü ¿½Ã

¾¾ Akçëmµë�� ÁÅÃ

¾¿ �nmµë�� Á½½

¾À e�$Mëd¹ ¾¾Æ

¾Á <í�Üëy
 ¾ÄÁ

¾Â e�§ë¦_îëāĈđą ¿¿Æ

¾Ã �
��æë;�å ¿ÀÂ

¾Ä ¥Cé��ó��ĆăąĎđĀ ¿½Ã

¾Å 34æë8xéH6[ ¾¾¾

¾Æ �NéTªëćĊďĂ Á¿Á

¿½ ,�]�ë­I ¾¾À

¿¾ ¢<ĂÿČ ¾Ä½

¿¿ �w�]�óĂÿČë1�Đoi ¿¿Á

¿À �#ëÿĉċüóĂÿČúaö¬öÌg�Þ÷y
 ¾ÀÄ

¿Á ßë	 ½

¿Â ôØùÕõéÑ Å¿

¿Ã �ê�òU�æìéÑ ÃÅ

É¾¾¼Î��¾½½Lm�Ïç¡ùøðÞÖÌßøêDÜåèëôÒéY£ú

Ô`âæÞÕĔqò«Ñòëú�ä°ûæØáÛÑÍ

¾ �ãåÑ÷Ü¶TòÐ÷ ¾ÄÄ

¿ �ãåÑ÷Ö¶TìéÑ Á½Á

À �õéÑÖ¶TìÐ÷ À¾½

Á �õéÑÜ¶TòéÑ ¾ÁÄ

É¾¿¼Î��¾½½Lm�Ïç�ÑåèëôÒêZÝðÞÕĔqò«Ñòëú

¾ tQúZÝ÷ ��

¿ �>òZÝ÷ÖtQòZÝ÷ ��	

À �>úZÝ÷ �	�

Á �òZÝéÑ ��	

É¾À¼Ðéàë�Rë��ê¶ÜåÎ�>ÏêZÝ÷ëì�æÞÕĔ��Õ

õÌPåìð÷òëúÞïåÔ�ÓØáÛÑÍÎßë	Ïú°^Üà6/

¾ E2ë´E+ ��


¿ lu�
��ëº»+ ���

À lu�
��ëG;+ ���

Á �ûæÑ÷34ë®�+Đ�{�ë/�Đ~� ���

Â �
�·hë7' ���

Ã .!#[Së�� ���

Ä L³-�ër� ���

Å ?LRë�|©³ ���

Æ ?Lðæë¸� ���

¾½ ?LRë¸� ���

¾¾ ?LRë�|Ē�úÞ÷Õē ���

¾¿ �#�ªëJ6�� ��


¾À ÇÈóÈËÊë­+ ��

¾Á �=čđďĐOåpÓó��c" ���

¾Â A¨ëc\Ñ 



¾Ã �#�ªë�N ���

¾Ä Akë�N ���

¾Å  ë�¤ ���

¾Æ 9:¶� ���

¿½  ;¶� ���

¿¾ ßë	 �

¿¿ �ê�>éÚçìéÑ ��



NPO法人 Fathering Japan
「子育て世代の100年ライフに関する意識調査」

33Copyright©2018 NPO法人ファザーリング・ジャパン All rights reserved.

;250mbjdjhQAB(&^!NPAXJEq�Y,AYT^�O-_

2 !NPA\I/�Y@\

3 !NPA\F/�URA 5:

4 ZG![RAI/�YRA :3

5 ZG]E[RA 38:

729

;260mbjdjhQAB(&E[�^blpeIXJEq��E[<�P

UX\YT^JWPD#CGMHA=>KT�?^-�IL��U
� 

2 +$ ���

3 �$ ���

4 *�o.� 	�

5 
�o��o'� ���

6 �VRDI ���

7 "�o+� ���

8 kmnga`o���� ��

9 %	 	�

: �) ��

21 ���Tfcnimbj ���

22 KT� 	

23 �SRA 	

24 �E[RA ��


